
平成2６年度　  『古戦場公園再整備基本構想』策定

　　　　　　　→（西側ゾーンの）建築物は、木造を基本とし、歴史を感じさせ

　　　　　　　　　　る素材や工法を用いた造りとすると明記

　　　　　　　　　　※平成２７年３月定例教育委員会で報告

平成２７年3月　古民家の寄附について、市が所有者に相談  　　

平成２８年度　 『古戦場公園再整備基本計画』策定

　　　　　　　→鳥居建て形式の民家を移築し、展示・体験学習の場と明記

　　　　　　　　　　※平成２9年３月定例教育委員会で報告
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平成29年１０月　 高額な費用がかかるため、古戦場公園への移築を

　　　　　　　  断念（岩作石田地内での現地保存に方針を変更）

平成30年１月   　所有者が長久手市に古民家を寄附

平成31年３月  　 国登録有形文化財の見込みあり（文化庁調査官）

令和元年６月　   古民家の損傷が激しい屋根、和室の床を緊急補修
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令和元年９月　市議会総務くらし建設委員会から要望書

　　　　　　　「厳しい財政状況であるため、現地での保存活用で

　　　　　　　  はなく、デジタルアーカイブの記録保存とし、古戦

                         場公園で一部部材のみを再利用すること。」

令和元年９月　 国登録有形文化財を断念　（復元工事費用が高額）　

令和元年12月　古民家の取扱い方針を見直し

　　　　　　　→　鳥居建て形式の一部の部材を活用し、古戦場

　　　　　　　　　公園西側に移築する。
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令和２年８月　  文化財保護審議会の専門家の意見

　　　　　      「一部部材のみの活用という市の対応方針は乱暴」

令和２年９月　文化財保護審議会の意見を踏まえ、再利用可能な部

　　　　　　 材をできる限り活用した移築方法を再検討

令和４年３月　市議会総務くらし建設委員会予算分科会で説明

　　　　　　 「市民の力を生かした整備手法で再利用可能な部材を

　　　　　　　できる限り活用し、古戦場公園に移築」
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愛知県文化財保存活用大綱（令和2年9月策定）

　『未指定文化財等の保存と活用』
　　現状の文化財保護行政では、指定、登録等の措置が執られた
　　文化財が保護の対象となっているが、それ以外にも保存と活用
　　を図るべき歴史的な所産も少なくない。

　『未指定文化財の保護措置の拡大』
　   未指定文化財の中には、保護の対象となっていないものも多く
　　存在する。このような文化財を幅広く把握し、分野の枠を超えて
　　総合的、一体的に保護するためには、文化財を取り巻く環境も
　　含めて保存・活用していくことが求められる。
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　令和４年３月24日　市議会から古民家移築予算に附帯決議　
　
　
　　　①古民家を早急に撤去、保管、整地　　　　　　　　
　　　②移築場所を東山地区も視野に入れて検討
　　　③市民及び議会に、古民家の移築と活用の在り方を説明

　　　①令和５年度に古民家撤去・整地し、土地を寄附者に返却
　　　②古民家は、古戦場公園に移築
　　　③市民参加型の移築とし、市民ワークショップで移築と活用
　　　　の在り方を説明。ホームページでこれまでの経過を掲載

附帯決議の内容

附帯決議に対する説明　（令和４年７月４日）

6



市民が議会へ『陳情書』提出（令和４年８月、同５年１１月）

　①古民家移築の市の方針が二転三転している

　②価値が不明確な古民家に対して、高額な事業費を
　　かけないでほしい

　③戦国時代の古戦場と江戸時代後期の古民家では、
       コンセプトが異なるため、古戦場公園への移築反対

　④古戦場公園内への古民家移築を止めるために、
　　あらゆる手段を講じてほしい
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古民家移築事業で過去に費やした事業費

実施年度 業務内容 事業費（市負担額）

平成25年度 市内鳥居建て古民家の聞き取り調査 21万円
平成28年度 古民家実測調査及び現況平面図作成 159万3,000円

平成30年度
古民家所有権移転登記 27万4,406円

文化庁調査官派遣依頼 1万3,290円

平成30年度
（繰越明許）

古民家緊急補修工事 919万4,040円

令和元年度 古民家破損状況及び痕跡の調査 258万5,000円

令和4年度 古民家解体工事及び建築工事の設計 368万2,800円

合計 1,755万2,536円
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長久手中央土地区画整理組合からの寄附金
（令和５年２月２４日付）

　「長久手の貴重な文化財や歴史を後世に伝えることは
　　重要であり、古民家移築を含めた歴史民俗体験施設
　　整備事業・古戦場公園再整備事業に対し寄附する。」

　解体工事に２，０００万円、建築工事に４，０００万円、

古民家移築事業に合計で６，０００万円を予定。

　　寄附金額　約２億９，０００万円

寄附目的
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古民家解体工事関連事業費

工事内容 事業費
長久手中央

土地区画整理
組合寄附金

市負担額

古民家解体工事
（発注済み） 1,424万5,000円

2,000万円 330万円900円

工事監理業務
（発注済み） 746万7,900円

西側ゾーン造成工事
（未発注） 158万8,000円

合計 2,330万  900円
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事業費
デジタル田園
都市国家構想

交付金

長久手中央
土地区画整理
組合寄附金

市負担額

古民家
建築
工事

７，３００万円 ２，５００万円 ４，０００万円 ８００万円

　　　　　　　古民家建築工事費（予定）
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古民家移築後の維持管理費（年間の想定）

長久手市の
古民家

日進市の
旧市川家住宅

（参考）

日常点検、清掃、
光熱水費等の管理費用

約９０万円 約２００万円

日常修繕費 約１０万円 約３０万円

合計 約１００万円 約２３０万円

　　※古民家を移築して５年後に約５０万円の中規模修繕、

　　　１０年後に約２００万円の大規模修繕費が想定される。

　　　 その後も５年に１回程度の頻度で修繕が必要となる可能性がある。
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市民の力を活かした古民家移築の進捗状況

市民ワークショップ（令和３～５年度）
全９回開催、延べ２４２人が参加
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市民ワークショップの内容

　令和３年度（２回実施、延べ６０人参加）
　　　　　　「古民家について学ぼう」
　　　　　  ・全国の古民家と長久手の古民家について

　　　　　           ・瀬戸海上の森古民家の事例紹介

　令和４年度（４回、延べ１０６人参加）
                 　「古民家の活用方法（体験活動）を考えよう」
　　　　　  ・学生、外国の方を含めた多くの市民で古民家の活用方法を検討

　令和５年度（３回、延べ７６人参加）
　　　　　　「古民家解体作業に参加しよう」
　　　　　         ・古民家解体イベントに向けて準備、実行委員会の設立
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市民ワークショップで出た　前向きな意見
（令和３～４年度）

・日本の昔ながらの建物を守ってほしい。

・古民家で昔ながらの暮らしを体験してみたい。

・部材を再利用する文化が、素晴らしい。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　等　　　　　
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市民ワークショップで出た　否定的な意見
（令和３～４年度）

・古民家に税金を使わないで欲しい。

・古戦場公園と古民家のつながりがないのでは。

・古い物は壊れて、無くなっていくものである。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　等　　　　　
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・古民家の宿泊体験

・クドを使った料理体験

・季節ごとの伝統行事

・餅つき、薪割り体験　等

　　　　　

市民ワークショップで出たアイデア
～古民家の活用方法（体験活動）～

（令和４年度）

古民家建築工事

の設計に反映
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糸車体験
岐阜市歴史博物館

おこしもの作り体験
旧市川家住宅（日進市） 

体験活動の事例１（周辺地域の活動）
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脱穀体験
豊田市郷土資料館

餅つき体験
豊橋市美術博物館民俗資料収蔵室

体験活動の事例２（周辺地域の活動）
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古民家の「現況と移築計画」

現況 移築計画

モルタル仕上げ
漆喰仕上げ、板張り
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古民家の内部プラン（明治時代の間取り）
かまど

水回り

いろり（開閉式）

農機具
搬出用
出入口
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・令和５年８月、瀬戸市海上の森
  古民家移築の参考事例を学習
・古民家解体イベントに向けて
  実行委員会「みんなでやらん会」が
  設立され、代表者が決定

実行委員会代表に
選ばれた伊藤幹芳氏

市民主体で
行った
解体作業
の体験談に
聞き入って

いました。 

古民家解体作業に参加しよう（令和５年度）
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　令和5年９月のワークショップでは、
　１１月の実施を目指し、古民家の解体イベントで
　やりたいことを考えて発表しました。
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令和５年９月　 佐藤市長就任

　　　　　　  市長公約「古民家移築事業の必要性を市民に問う」

令和５年１１月　ワークショップ参加者に、１１月の解体イベントの中止、

　　　　　　 古民家移築事業意見交換会の開催について説明

令和５年１２月　古民家移築事業意見交換会を開催

　　　　　　 ※令和６年１月定例教育委員会で報告

令和６年２月　市長が、古戦場公園への古民家移築中止を判断

　　　　　　 ※令和６年２月教育委員会意見交換会で報告
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市民が市長へ『要望書』提出（令和５年１１月）

　

　ムダな税金を投入して、古戦場公園内への古民家移築

　を止めるために、あらゆる手段を講じてほしい。

　◆８０１名の署名を集め、事業の凍結を求める。

要望事項
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令和６年３月５日　３月議会一般質問　公明党代表質問

　　　　　　 　 「文化財の保護に関すること」において、事務の

　　　　　　　　補助執行という立場を超えて、教育委員会が権限

　　　　　　　　を有する事務について、市長が判断したことが

　　　　　　　　越権ではないかとの指摘を受ける。

令和６年３月８日　市長が、古戦場公園への古民家の移築中止の

　　　　　　　　判断及び、一連の発言を撤回

　　　　　　　　※令和６年３月定例教育委員会の前に報告
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　令和６年３月２１日　市議会から令和５年度繰越明許費に附帯決議　
　
　
　　　①古民家について、文化財保護法に則り、施策を講ずること　　　　　　　　
　　　②古民家寄附者の意思を損なわないようにするため、早急に
　　　　古民家を撤去、保管、整地すること。また、経費の削減に
　　　　努めること
　　　③古民家の移築を含めた文化財行政の執行にあたっては、
　　　　教育委員会の方針（決定事項）に従うこと
　　　④市民及び議会に対して、今後の古民家に関する一連の状況
　　　　については、積極的な情報発信とともに説明をすること

附帯決議の内容
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対象施設 令和６年度 令和７年度 令和８年度

古民家
(岩作石田地内)

歴史民俗資料館

事務執行の
見直し

※各対象施設ともにデジタル田園都市国家交付金を再申請を目指す。

古民家移築事業（西側ゾーン）に係る今後のスケジュール（案）

建築工事

（当初予算計上） 西側ゾーン

供用開始

令和８年度末3月末
完了

令和8年度末
完了

建築工事の設計積算

10月～3月

・実施設計

・展示設計

建築工事

（当初予算）

交

付

金

申

請

交

付

金

申

請

解体工事

10月～3月

基本設計

※古民家を古戦場公園に移築する

　前提で設計を進める。

市民周知

広報ながくて

（10月）

市議会説明

（9月）

教育委員会

からの諮問

(6月)

文化財保護審議会

からの答申

(7月)

教育委員会

の承認決定

（8月）

資料６

教育委員会

への説明

(5月)

市議会

途中経過

の説明

(6月)



参考資料

令和5年度繰越明許費（古民家解体工事関連予算）
に対する市議会から附帯決議（令和6年3月21日）　


